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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

R6年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

107.0

R5年度 13,730,565 22,663,340 14,777,479 51,171,384 13,783,677 36,838,418 107.0

R4年度 13,875,429 21,791,405 11,481,080 47,147,914 13,986,713 33,410,232

14,212,796 22,550,314 21,121,340 57,884,450 14,747,133 40,410,956 107.0

事業番号 11 03 02 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

近年の激甚化・頻発化する災害や急速に進む施設の老朽化等に対し、限られた予算の中で計画的、効率的なインフラ整備の推進や

管理体制の構築が必要である。

県民の持続可能で安定した暮らしを守るため、道路施設の長寿命化と、防災や交通事故の対策等を実施する。

①道路施設の長寿命化

○通学路交通安全プログラムに基づき、歩道等の整備により児童の安全を確保する。

○橋梁、トンネル等の更新、修繕、撤去等により、道路施設の長寿命化を推進する。

②災害に強い道路施設の整備の推進

○道路法面の落石等危険個所の解消により、道路ネットワーク機能を強化する。

○防雪・消雪対策や効果的・効率的な除融雪により、冬期期間の安全な道路交通を確保する。

○無電柱化推進により、災害時における輸送・避難空間を確保する。

E-mail michikanri pref.nagano.lg.jp
事　業　名 安全・安心な道路環境対策事業

部局 建設部

災害に強い県づくりの推進

社会的なインフラの維持・発展

社会的なインフラの維持・発展

県民生活の安全確保

1-3①

1-2①

1-3①

1-6①

課・室 道路管理課

実施期間 S30 ～

R6年度

実績 推移

③交通安全対策の推進

単位
R4年度 R5年度

No. 指標名
R6年度

目標値

年／

年度 数値

2024

(R6)

橋梁

64%

直近３か年の状況
年／

年度 数値

2022

(R4)

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／

年度 数値

2027

(R9)
100

トンネル

92%

2027

(R9)
100

2024

(R6)

トンネル

98%

☆緊急又は早期に対策が必要なトンネルにおける修繕等の

措置完了率

達成

状況
目標値設定理由

達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）

☆緊急又は早期に対策が必要な橋梁における修繕等の措

置完了率

実績 実績 推移

単位

%

%

橋梁

38%

2023

(R5)

橋梁

53%

2023

(R5)

トンネル

98%

2022

(R4)

年／

年度 数値

緊急又は早期に対策が必要な橋梁及びトンネルにおける修繕等

の措置完了率の状況を「５　本事業が貢献する総合５か年計画

の施策分野と達成目標」に記載。

・用地買収や物件補償を伴う長期的対策箇所の歩道整備等を

推進する。

・近年の予算処置及び用地交渉の状況により目標値を設定。

（R4,5実績値：ソフト対策へ移行した箇所の確定値により完了

箇所数を修正）

（R5実績値：暫定的な対策を含めて100％完了）

①

②

③

―

―

達成

-

-

522/625

(83.5%)

-

-

↗

-

-

515/625

(82.4%)

※暫定的な

対策含め

（100％）

-

-

459/635

(72.3%)

-

-

530/625

（84.8%)

-

-

↗

-

-

箇所

指標なし

指標なし

R3通学路緊急合同点検の要対

策箇所の完了数



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

指標 ①

指標

指標

②

③ R3通学路緊急合同点検の要対策箇所の完了数 R5年度推移 ↗ R6年度推移 ↗ 達成状況 達成

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

○今後、道路施設の老朽化に伴う必要十分な維持管理費用の確保といった課題もあるため、限られた予算の中で、計画的かつ効率

的なインフラ整備の推進や管理体制の構築が必要である。

(2) 事業改善の方策

○定期的に道路施設の点検を実施し、長寿命化修繕計画に基づく予防的な修繕を行うことにより、維持管理費用の縮減を図る。

○用地補償を伴う歩道整備等の長期的対策箇所については、調整が整った箇所から順次工事を行い、早期の完成を目指す。

○道路パトロール支援システムを令和６年度より全事務所にて試行し、AI解析による劣化状況の見える化、及びパトロール日誌の自

動作成による職員の負担を軽減している。

○用地買収や物件補償の進捗により歩道整備等を進めることができ目標を達成した。

達成状況 ―

①道路施設の長寿命化

○長寿命化修繕計画に基づき、橋梁等道路施設の修繕等を実施した。

（橋梁補修事業実施箇所　613箇所）

②災害に強い道路施設の整備の推進

③交通安全対策の推進

指標なし R5年度推移 ‐

指標なし R5年度推移 ‐ R6年度推移 ‐

建設部 課・室 道路管理課

○通学路の緊急合同点検による県管理道路における要対策箇所の改良整備を実施した。

（交通安全施設事業実施箇所　55箇所）※通学路緊急対策事業

○落石等危険箇所の落石防護柵等防災施設の設置工事等を実施した。

（災害防除道路事業実施箇所　55箇所）※土砂災害対策事業、推進費

○電線共同溝の設置工事を実施した。

（電線共同溝整備事業実施箇所　7箇所）

事業番号 11 03 02

R6年度推移 ‐ 達成状況 ―

事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 安全・安心な道路環境対策事業 部局



・歩道の整備、交差点改良、道路情報板の設置等工事を実施した。

・道の駅の駐車場整備、トイレの改修を実施した。直接

小諸市小原ほか65箇所/道の駅八千穂高原ほか2箇所

大規模な劣化箇所の舗装補修工事を実施した。

松本市中ノ湯～渚ほか26箇所

7 電線共同溝整備事業
電線共同溝の設置工事を実施した。

直接

上田市常田ほか6箇所

8 雪寒地域建設機械整備事業

3 災害防除道路事業

落石等危険箇所の落石防護柵等防災施設の設置工事を実施した。

法定点検結果に基づき緊急又は早期に対策が必要と確認された施設の修繕を実

施した。
直接

麦草～十石峠ほか206箇所

4 雪寒対策道路事業
スノーシェッド・堆雪帯等の設置工事をを実施した。

直接

山ノ内町十二沢ほか5箇所

5 除雪事業
除雪計画書に基づく除融雪作業を実施した。

直接

R5年度

決算額
細事業名

舗装補修費、橋梁補修費、除雪費、交通安全施設費、

道路橋梁維持修繕費他

No.

1

部局 建設部 課・室 道路管理課

令和６年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

直接

9

雪寒地域内の除融雪機械を購入した。
直接

ロータリ除雪車２台、除雪トラック２台、除雪ドーザー１台、凍結防止剤散布車11

台

事業番号 11 03 02 細事業一覧（令和６年度実施事業分）

・橋梁の⽐較的小規模な工事や緊急修繕等工事を実施した。

・豪⾬による法面崩落や土砂流出等の被害を受けた箇所の早期復旧や被害拡大

の防止、再度災害発生の防止等を実施した。

・舗装の予防保全や住民生活・通行車両の安全・安⼼を確保するため、観光地及

び市街地の路線の集中的な舗装修繕や支障⽊の伐採等を実施した。

県内一円

R4年度

決算額

40,410,95636,838,41833,410,232

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

舗装補修工事

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業

No.

事　業　名 安全・安心な道路環境対策事業

橋梁補修事業

道路橋梁維持修繕事業

実施方法

県内一円

6 交通安全施設事業

R6年度

決算額

直接

橋梁長寿命化修繕計画等に基づく緊急性の高い橋梁等の補修設計、修繕及び

架替工事を実施した。

法定点検結果に基づき緊急又は早期に対策が必要と確認された橋梁の修繕を実

施した。

長野市鹿教湯大橋ほか612箇所

直接


